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戸隠スキー場は、今季６０周年を迎えた歴史あるスキー場である。

山頂エリアからは、大迫力の戸隠連峰を真正面にとらえることが

でき、言葉にできないほどの美しさで、空気が澄んでいる時は富士

山を眺めることができる。

また、「魔法の粉雪」と称されるパウダースノーが有名で、全国

ゲレンデランキングでは、「雪質が良い」で７位、また、周辺施設

ランキングでは、「飲食店が充実」で２位、「観光施設が充実」で

３位となっており、多くのスキーヤーから高く評価されている。

技術レベルにあったゲレンデが充実しており、上級者には、最大

斜度31度のチャンピオンコースが、初心者には、コースに忍者の

キャラクターが隠れている「とがっきーⅭコース」がある。

大迫力な戸隠連峰 魔法の粉雪 とがっきーＣコース

全国
ランキング

2023-24

戸隠スキー場は、他のスキー場と競合できるポテンシャルを有する

１ 戸隠スキー場の魅力

戸隠連峰
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２ 近隣スキー場競争力比較図

戸隠スキー場の市場地位

近隣スキー場と比較した中で、「集客力は中位」とする評価

一方で、客単価が低いため収益力の弱さが健全経営に影響を与えている

スキー場別競争力（長野市内及び周辺エリア）索道協議会作成
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３ 2023～2024 近隣スキー場リフト料金比較表

戸隠スキー場と同等規模で競合するスキー場黄色セルは、上限額に達している

４

（単位：円）



① 地元雇用を創出し、地域に貢献する

② 観光資源として、更なる魅力を磨き上げる（インバウンド対応、通年化）

③ 市民にとって、より身近で気軽に利用できる施設を目指す

４ スキー場経営の方向性

レストラン施設イメージ

スキーセンターイメージ

リフト更新イメージ

数多くのスキー場が競合するエリアの中で、選ばれ続けるため、

指定管理者による施設・事業への投資を呼び込みつつ、

収益性の高い事業展開が可能となるよう、

より自由度の高い経営により、サービスの向上を目指す

５



５ 利用料金改定の考え方

① 近隣スキー場と比較する中で、競争力を失わない均衡のとれた料金

② 指定管理者による柔軟な企画や裁量を妨げないこと

③ 昨今のコスト上昇にも耐えうる料金の幅を考慮すること

親子滑走支援事業早割りシーズン券 おでかけ通信ながの

市民対象の「リフト料金割引」や「親子滑走支援事業」は継続実施

６



６ スキー場 条例の利用料金（範囲制）の上限額の改正（案）
（上限額）

標準額の概ね２倍を目安

に設定

令和５年度実績から試算

グリーンシーズン等

に対応

リフト売上額 324,784千円平均増加率
1.3倍

７

（参考）リフト１日券の比較

（増加分）74,950千円

（単位：円）



７ 戸隠観光施設の経営の仕組みと経費の流れ
◇戸隠観光施設は、公営企業における上下分離方式（施設の運営と改修整備・保有）の手法により運営

戸隠観光施設企業会計

施設の改修整備・保有

施設整備経費
リフトの年間整備費は

70,000千円～100,000千円

令和５年度 決算（収益的収支）

累積欠損金 748,680千円

長野市

施設の運営

株式会社 戸隠

売上は、指定管理者の収入

※市の指定管理料なし

施設貸付料
（年25,000千円）

利益精算金（30％）

指定管理者

（千円）過去５年間利益精算金納付

料金改定に伴い精算金は

最大 22,485千円 増加
（74,950千円×30％）

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

58 113 231 104 447

８

（黒字）



８ 今後のスケジュール

月 日 内 容

８月６日 政策説明会 ／ 法規審査委員会

９月 ９月市議会（条例一部改正）

10月 戸隠スキー場の料金公告

９


